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付録CD-ROMの概要

１．フォルダー名：Discovery Studio Visualizer
　Accelrys 社が開発した分子のビューアー・ソフトウェア Discovery Studio Visualizer®（DSV）
version 2.5 の実行形式のソフトウェア setupdsv25.exe が収録されている．インストールおよび使

用方法は巻末の Appendix Ⅰ「Discovery Studio Visualizer® 2.5 の使い方」を参照のこと．

２．フォルダー名：ppt
　本書中ではすべての図が白黒で表現されているが，ほとんどの原図はカラーである．各章ごとに，
すべての図を Microsoft 社の PowerPoint の形式で収録してある．OpenOffice（フリーウェア：
http://ja.openoffice.org/download/）でもファイルの参照は可能である．PPT 中の化学構造式は
ChemDraw（Cambridge Software）で描いてあるので，ChemDraw で読み込み，編集することも
可能である．

３．フォルダー名：Figures（molecules）
　本書中に現れるすべてのタンパク質構造図の原図（png 形式）および構造データ（DSV が読め
る msv 形式のファイル）が収録されている．前者は PowerPoint に入っている図よりずっと高精
細の画像であり，印刷して利用する場合に適する．後者の msv 形式のファイルは DSV でいろいろ
なモードで分子を観察したり，構造を種々の角度で検討する上で有用である．DSV がインストー
ルされていれば，これらのファイルをダブル・クリックするだけで，DSV を起動して，構造を観
察することが可能である．ほとんどの図はステレオになっているので，Appendix Ⅰにあるように，
いったんモノにしてから分子を操作した方がコンピュータに対する負荷が軽減する．また CD-
ROM に入っている画像は，画質を上げるためにグラフィックスの質を ultra-high に設定してある
ので，メモリーの少ないコンピュータでは，分子のスムーズな回転などが行えない可能性がある．
その場合には，画像の質を medium 程度に落として表示した方がよい．また，分子のサイズに依
存して大きなメモリーが必要になるので，メモリー容量の少ないコンピュータでは大きな分子のス
ムーズな表示が困難である場合がある．各構造に関する書誌的データは msv ファイルには付属し
ていないので，それらを利用する場合には，巻末の Appendix Ⅱ「本書に出てきたすべての立体
構造の出典」の PDB コードを参照して，直接 PDB からデータをダウンロードする必要がある．
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